
セーフティセットプラス 小児用品 番 6012

アプリケータエンゼルケア用品

プラス

小児用

咽頭用ゼリー

カテーテル

直腸用アプリケータ

潤滑剤 保湿クリーム

体液を吸収し、漏出を防止するセーフティセットプラス

セット内容

カット綿
（大・小）
綿球（鼻孔用・耳用）

直腸用（座薬）タイプ



体液を吸収し、漏出を防止します

セーフティセットプラス

使用方法

特長

製造販売元

本  社
〒733-0012 
広島市西区中広町三丁目3-21
TEL.082-532-0361　
FAX.082-295-6284

http://www.hum.co.jp/

工  場
〒738-0039 
広島県廿日市市宮内工業団地3-2
TEL.0829-38-7303　
FAX.0829-38-7304

※ご遺体以外には絶対に使用しないでください。※ご遺体の損傷が著しい場合、本品が機能しないことがあります。※セーフティセットプラスは特許取得製品です。

小児用
体重2,500g以上の新生児～乳幼児が対象となります。
(体重2,500g未満の低体重児にはご使用できません)

注入イメージ

綿球（鼻孔用・耳用）カット綿（小）カット綿（大）
ゼリー注入後、最後に綿球を鼻孔へ挿入してください。カット綿は必要に応じてご使用ください。

カット綿（大・小）綿球（鼻孔用・耳用）

潤滑剤

潤滑剤を先端部分にまんべん
なく塗布し、直腸へ挿入します。
（1～2本）

直腸用（座薬）タイプ

※メモリは、1cm刻みです。

乳幼児の浣腸時に使用するカテーテルの
深さを参考に、挿入してください。

直腸用アプリケータ

先端から
2cm

5cm

挿入の目安

挿入後、外筒を引き抜いてください。4

内筒

内筒をすべて押し込んで挿入
してください。

3
外筒

外筒を、右の「挿入の目安」を参考に
目印まで直腸へ挿入してください。

2

外筒

潤滑剤

潤滑剤を外筒先端部分に
塗布します。

1

直腸用アプリケータ 直腸用アプリケータの挿入が困難な場合は、直腸用（座薬）タイプを
お使いください。

経口挿管チューブの長さ（身長÷10cm）

参照

『臨床小児麻酔ハンドブック』P362・P395
監修：尾原秀史
出版：治療と診断社（2003年出版）

カテーテル

10cm5cm
先端から

※メモリは、1cm刻みです。

※ゼリーは分けて使用しないでください。
※残ったゼリーは処分してください。

セーフティセットプラスには
20mlのゼリーが入っています。

体格によって注入量を設定してください。

挿入の目安

※注入の際は、ゆっくりと一定の速度で
　注入してください。

ゼリーの注入量は体格に応じて
調整してください。

6

※鼻孔からの
　カテーテル
　挿入が困難
　な場合は、
　口から挿入
　してください。

（右の「挿入の目安」、経口挿管チューブの長さをご参照
ください）

カテーテルは体格に応じた長さを垂直に、どちらかの
鼻孔から挿入してください。

5

潤滑剤

カテーテル

ストッパー

潤滑剤をカテーテルの
先端部分に塗布します。

4

気道確保の形を取ります。3

カテーテルシリンジ

※カテーテル挿入後に接続しても構いません。

シリンジの突起部分をカテーテルの溝に
押し込み、接続します。

2

キャップシリンジ

カテーテル溝

シリンジのキャップを回して
はずします。

1

※処置を行う際は、ご遺体を仰向けの状態にしてください。咽頭用

（内容量3g）

お顔などの保湿にお使いください。

保湿クリーム

外肛門括約筋内肛門括約筋

吸収繊維吸収剤綿球

新看護学7 基礎看護[2]／著者代表 伊藤明子 参照

●綿球、吸収剤、吸収繊維の3層構造で
　二重に漏出を止める特長があります。

直腸用

ゼリー

気管
食道

※ゼリー注入により、臭いも軽減されます。

●口・鼻からの体液漏出を防止します。
●ゼリー化されているために流動性が
　良く、簡単に注入できます。
●咽頭部へ注入したゼリーが胃液や胸水
　を吸収し、体液の漏出を防止します。

咽頭用

●カット綿（大・小）
　綿球（鼻孔用・耳用）

●直腸用（座薬）タイプ

●潤滑剤

●保湿クリーム●カテーテル

●直腸用アプリケータ

●咽頭用ゼリー

セット内容

膨潤イメージ


